
 第 1 回海外インフラ展開人材養成プログラム 募集要項 

 

政策研究大学院大学 

 

１． プログラム目的 ：  

海外インフラ需要は市場の拡大が見込まれており、海外での事業展開に対する期待

は大きくなっています。わが国の質の高いインフラの整備を事業展開するにあたり、社

会経済環境や歴史的事情の違いに加え日本国内とは異なる基準、制度や入札契約方式、

慣行や文化の違いが事業参入の障壁となっているケースもみられます。これらの課題

に対応すべく、苦労されてこられた方々の知見や経験を共有する機会を提供する場と

して本プログラムは企画されました。 

そこで本プログラムでは、１）海外でインフラ事業を展開する際の基礎知識の習得、

２）経験を踏まえた実践的な演習を通じた課題解決スキルの習得、並びに３）他業種の

参加者との交流によって得られる多様な視点・ネットワークの獲得・強化を行い、海外

インフラ事業の現場で活躍できる人材を養成します。 

 

２．プ ロ グ ラ ム 期 間 ： 2019 年 9 月 2 日（月）～13 日（金）（平日 10 日間） 

 

３．プログラム実施時間 ： 9:00～18:00（日程により変動します） 

 

４．主 催 ： 国立大学法人 政策研究大学院大学（GRIPS） 

後 援 ： 国土交通省 

協 力 ： 国立大学法人 東京大学、公益社団法人 土木学会、 

一般社団法人 計画・交通研究会 

 

５． 対 象 者 ： 政府系機関、建設コンサルタント、コントラクター、 

インフラ事業者の中堅職員 

（海外業務に従事予定で、海外インフラに関する業務経験が少

ない、あるいは、未経験の方。技術系・事務系は問いません。主

に 30 代の方々を想定しています。） 

 

６．募 集 定 員 ： 30 名 

 

７．会 場 ： 政策研究大学院大学 講義室（東京都港区六本木 7-22-1） 

 

８．受 講 料 ： 400,000 円（税込） 

上記受講料には教材費等が含まれます。 

受講料は申込締切後に政策研究大学院大学にお振り込みいただ

きます。 

    8 月 20 日（火）以降のキャンセルについて受講料は返還いたし



ません。 

  申 込 方 法 ： 申込書に必要事項を入力の上、送信してください。 
 

９．申 込 締 切 ： 2019 年 7 月 24 日（水） 

なお、申込者多数の場合は、提出された申込フォームに基づき、

受講者を選考させて頂きます。選考結果は、７月３０日までに

通知いたします。 

 

１０． 修 了 証 ： 修了者には修了証を授与いたします。 

 

１１． 事 務 局 ： 一般社団法人国際建設技術協会 総務企画部 研修担当 

（お問い合わせ先）〒112-0014 東京都文京区関口 1-23-6(プラザ江戸川橋 3F) 

TEL03-5227-4107 FAX03-5227-4109 

Email: infra_pgm@idi.or.jp 

総務企画部 部長 小森 岳、係長 金子祥子、岡沼まゆこ 

 

１２． プログラム内容 ： 詳細は(別紙 1)をご覧ください。 

 

１３． 使用言語    ： 日本語（別紙１のとおり、講義の一部は英語となりますが 

通訳はありません。） 

 

１５.   海外インフラ展開人材養成プログラム運営委員会構成メンバー 

海外インフラ展開人材養成プログラムを運営、実施するために政策研究大学院大学

に設置された産官学協働の委員会です。 

 

委 員 長 ：   家田 仁 政策研究大学院大学 教授 

相 談 役 ：  森 昌文 国土交通省 事務次官  

副委員長：   小澤 一雅 東京大学 教授 

菊地 身智雄 国土交通省 技監 

作中 秀行 日本工営㈱ 技術本部長 

田中 利春 鹿島建設㈱ 特別参与 

中井 雅彦 東日本旅客鉄道㈱ 副社長 

特別顧問：  森地 茂 政策研究大学院大学 教授  

廣瀬 典昭 日本工営㈱ 相談役  

委  員：  以下の団体からの委員を構成メンバーとしています。 

  国土交通省、独立行政法人 国際協力機構、独立行政法人 鉄道建設・運輸

施設整備支援機構、東日本旅客鉄道株式会社、東京地下鉄株式会社、日本工

営株式会社、日本コンサルタンツ株式会社、八千代エンジニヤリング株式会

社、株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバル、鹿島建設株式会社、

清水建設株式会社、五洋建設株式会社、株式会社大林組、大成建設株式会

社、成田空港株式会社、日本空港ビルデング株式会社 



（別紙1）プログラム内容

No.

1 オリエンテーション

2 基調講義　「歴史から学ぶ 国際プロジェクト」 廣瀬典昭 日本工営（株）

3 特別講義 ：「スコープを拡張するには？」

①価値観の多様性と自らを『相対視』する勇気 家田 仁 政策研究大学院大学

②契約観・訴訟観の国際比較 大村敦志 学習院大学

③比較文化・比較宗教の視点 杉田英明 東京大学

④国際政治と海外インフラビジネス 田中明彦 政策研究大学院大学

⑤ユーラシアダイナミズムをどう読むか 寺島実郎 多摩大学

⑥通説を疑ってみる勇気 家田 仁 政策研究大学院大学

4 基幹講義

国際プロジェクト論 小澤一雅 東京大学

ODA
小島岳晴
金 哲太郎

国際協力機構

インフラシステム海外展開 三輪準二 国土交通省

プロジェクト概論 金 哲太郎 国際協力機構

ファイナンス論 寺村隆男 みずほ総合研究所（株）

契約概論 二宮康郎 八千代エンジニヤリング（株）

プロジェクトマネジメント概論 高橋義和 日本工営（株）

海外インフラプロジェクト実務概論
 ～施工者側から見た現場での施工管理実務基礎編

高瀨健三 鹿島建設（株）

異文化理解
「 実務をとおして学んだ異文化理解」
「(仮）日本と海外の土木設計思想の比較」
「（未定）シンガポール職員からみた日本人の会社」

田口治宏
松本英嗣

Ong Ai Bin
五洋建設（株）

5 応用講義

事業費積算、経済分析 堀井俊明 八千代エンジニヤリング（株）

海外プロジェクトにおける文書作成・管理 中村智樹 清水建設（株）

6 プロジェクト講義

異業種チームによる新ビジネスへの挑戦 加藤宏承 パシフィックコンサルタンツ（株）

ケーススタディ 〜東南アジア某国の事例〜 萩原正雄 （株）大林組

海外鉄道プロジェクトと日本の経験・技術の活用 秋山芳弘 日本コンサルタンツ（株）

空港供用に向けた技術支援から見た成功例と課題
経営計画部
国際事業室

成田空港（株）

PPP事業者のリスクマネジメント 二宮孝夫 二宮技術士事務所

7 グループワーク（グループディスカッション）

契約基礎 I、及び契約基礎 II 泉 千年
（株）オリエンタルコンサルタンツ
グローバル

リスクマネジメント 大西一宏 鹿島建設（株）

スキーム、ファイナンス K.E.シータラム アジア開発銀行研究所 英語講義

プロジェクト組成、実施可否 渡辺昭文 日本工営（株）

グループワーク（ケーススタディ）

三者関係、ステークホルダー管理 西野 謙 日本工営（株）

契約（クレーム、EOT、契約と現場の齟齬等） 星 弘美
（株）オリエンタルコンサルタンツ
グローバル

プロジェクト実務（紛争解決） 傳　暁 大成建設（株）

8 総括、修了式

※プログラム内容と講師は主催者の都合で変更する場合があります。

講師予定者

英語講義（Ong Ain Bin氏）

講義名 備考
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情報ひろば

家
田 

仁
　
フ
ェ
ロ
ー
会
員
　
政
策
研
究
大
学
院
大
学 

教
授

森 
昌
文
　
正
会
員
　
国
土
交
通
事
務
次
官

海
外
イ
ン
フ
ラ
展
開
の
た
め
の

人
材
養
成
の
必
要
性

　

国
土
や
社
会
基
盤
に
関
わ
る
わ
が
国
の

技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
海
外
に
展
開
す
る
こ

と
の
重
要
性
が
謳う
た

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

久
し
い
。人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
み
成
熟

し
た
わ
が
国
に
と
っ
て
、そ
の
技
術
や
経
験

を
活
か
す
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
積
極
的
に
海
外

に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
だ
。逆

に
そ
う
し
た
積
極
的
な
展
開
を
進
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
技
術
開
発
を
促
進
し
て
い
か
な

い
限
り
、現
在
ま
で
わ
が
国
が
培
っ
て
き
た

技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
風
化
・
陳
腐
化
し
、世

界
の
先
端
の
地
位
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
く
こ
と
も
、こ
れ
ま
た
当

然
の
こ
と
だ
。
ま
た
、
わ
が
国
が
技
術
や
国

土
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
面
で
世
界
的
な
プ
レ

ゼ
ン
ス
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、わ
が
国

の
外
交
戦
略
上
も
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
海
外
イ
ン
フ
ラ
展
開
の

重
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

安
倍
晋
三
総
理
な
ど
の
要
人
に
よ
る
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
が
活
発
に
実
施
さ
れ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
イ

ン
フ
ラ
技
術
や
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
海

外
展
開
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
そ
の
実
行
に
あ
た
っ
て
は
、

契
約
制
度
や
そ
の
底
流
に
あ
る
商
慣
行
の

内
外
の
違
い
、技
術
規
格
や
技
術
思
想
の
違

い
、そ
し
て
海
外
展
開
を
担
う
人
材
の
不
足

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
横
た
わ
っ
て
お

り
、こ
れ
ら
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
必
要
不

可
欠
と
な
っ
て
い
る
。特
に
人
材
養
成
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
、分
野
を
問
わ
ず
強
く
認

識
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、こ
の
た
び

約
1
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、
産
官
学

の
協
力
に
よ
る「
海
外
イ
ン
フ
ラ
展
開
人
材

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
第
一
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

2
0
1
8
年
10
月
に
は
、
東
京
六
本
木
の

政
策
研
究
大
学
院
大
学
に
て
、35
人
の
研
修

者
を
対
象
に
丸
2
日
間
の「
試
行
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
実
施
し
た
。
本
稿
で
は
そ
の
概
要
と

展
開
方
針
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

「
海
外
イ
ン
フ
ラ
展
開
人
材
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
立
ち
上
げ

　

人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
に
あ

た
っ
て
は
、ま
ず
2
0
1
8
年
1
月
に
産
官

学
協
働
の
検
討
準
備
会
を
立
ち
上
げ
た
。そ

の
メ
ン
バ
ー
は
、学
か
ら
は
政
策
研
究
大
学

院
大
学
と
東
京
大
学
の
イ
ン
フ
ラ
分
野
に

関
わ
る
教
員
、官
か
ら
は
国
土
交
通
省
の
技

術
・
事
務
の
責
任
者
、民
か
ら
は
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
ゼ
ネ
コ
ン
、
鉄
道
事
業
者
や

高
速
道
路
や
空
港
な
ど
の
運
営
会
社
の
幹

部
な
ど
、計
約
40
人
で
あ
る
。

　

海
外
イ
ン
フ
ラ
展
開
を
意
識
し
た
研
修

と
し
て
は
、こ
れ
ま
で
に
も
個
々
の
分
野
に

お
け
る
人
材
養
成
や
大
学
に
よ
る
建
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
修
士
課
程
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
た
。こ
れ
ら
に
対

し
て
、
本
稿
の「
海
外
イ
ン
フ
ラ
展
開
人
材

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
政
策
立
案
者
、
事

業
発
注
者
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
建
設

業
者
、（
完
成
後
の
）
事
業
運
営
者
な
ど
異

な
る
分
野
と
立
場
に
立
つ
研
修
者
を
一
体

的
に
教
育
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
俯ふ

瞰か
ん

的

な
視
野
と
広
い
見
識
」を
身
に
つ
け
る
こ
と

を
目
標
と
す
る
点
と
、多
忙
な
中
堅
ク
ラ
ス

の
有
望
実
務
者
が
参
加
し
う
る
正
味
2
週

IEDA Hitoshi
1978年東京大学工学部土木工学科
卒業、日本国有鉄道入社。1984年
より東京大学助手、助教授を経て
1995年より教授。交通・都市・国
土に関する政策やプロジェクトな
ど研究。2014年より政策研究大学
院大学教授を兼務し、2016年東京
大学還暦定年退任、政策研究大学院
大学専任。

MORI Masafumi
1959年生まれ。1981年東京大学
工学部土木工学科卒業、同年4月建
設省入省。国土交通省道路局高速道
路課長、同企画課長、大臣官房技術
審議官、近畿地方整備局長、道路局
長、技監などを経て2018年より国
土交通事務次官。博士（工学）。

海
外
イ
ン
フ
ラ
展
開
の
た
め
の

人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
設
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間
程
度
の
短
期
集
中
型
の
研
修
を
前
提
と

す
る
点
を
特
長
と
す
る
こ
と
と
し
た
。講
義

に
お
い
て
は
、学
識
者
に
よ
る
俯
瞰
性
の
高

い
講
義
群
に
加
え
て
、実
務
者
を
講
師
と
す

る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
講
義
を
重
視
す
る
こ

と
と
し
た
。
ま
た
、
多
様
な
出
身
分
野
か
ら

な
る
研
修
者
を
グ
ル
ー
プ
編
成
し
、ケ
ー
ス

メ
ソ
ッ
ド
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

重
点
を
お
き
、プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
活
動
を

通
じ
た
研
修
者
の
自
己
啓
発
に
も
力
を
入

れ
る
こ
と
と
し
た
。

「
試
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

実
施
と
今
後

　

本
格
的
な
2
週
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

に
は
十
分
な
準
備
期
間
を
要
す
た
め
、
ま

ず
は
そ
の
第
一
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
2
日
間

の「
試
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
す
る
こ
と

に
し
た
。
研
修
参
加
者
は
、
当
初
予
定
よ
り

も
増
え
て
、
官
庁
等（
国
土
交
通
省
、
鉄
道

運
輸
施
設
機
構
、国
際
協
力
機
構
）：
6
名
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
4
社
）：
10
名
、

建
設
会
社（
5
社
）：
8
名
、
イ
ン
フ
ラ
事

業
者（
鉄
道
事
業
者
2
社
、
空
港
運
営
者
2

社
）：
11
名
の
計
35
名（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参

加
を
含
む
）
と
な
っ
た
が
、
派
遣
母
体
を
で

き
る
だ
け
と
り
混
ぜ
て
5
グ
ル
ー
プ（
各
7

名
）を
編
成
し
た
。

　

試
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
と
内
容
は
表

1
の
と
お
り
で
あ
る
。学
識
者
に
よ
る
キ
ー

ノ
ー
ト
講
義
と
ス

コ
ー
プ
拡
張
講
義
、

実
務
者
に
よ
る
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
講
義
は

そ
れ
ぞ
れ
4
コ
マ

ず
つ
に
絞
り
、
多
く

の
時
間
を
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
発
表
含
む
）
に
割
り

充
て
た
。な
お
、時
間

の
制
約
が
厳
し
い
こ

と
か
ら
、
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
と
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、テ
ー
マ
を「
国

際
契
約
」と「
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
絞
っ
て
実
施
し
た
（
写

真
1
）
。ま
た
、グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、建
設
会
社
と
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
実
務
者
、
計
9
名
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
各
グ
ル
ー
プ
に
お
い
た
。
な

お
、試
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
編
成
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
準
備
は
、

検
討
準
備
委
員
会
の
な
か
に
作
中
秀
行
氏

（
日
本
工
営
）
を
主
査
と
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
W
G
が
担
当
し
た
。

　

試
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終
了
後
に
は
、研
修

参
加
者
の
み
な
ら
ず
講
師
、傍
聴
者
に
も
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
が
、講
義
・
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
も
に
い
ず

れ
も
き
わ
め
て
好
評
で
あ
っ
た
。
今
後
は
、

今
回
の
試
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
経
験
を
踏
ま

え
、検
討
準
備
会
を
研
修
の
管
理
組
織
と
し

て
の「
運
営
委
員
会
」に
切
り
換
え
、ま
た
、

政
策
大
主
催
の
も
と
に
産
官
学
が
協
力
し

て
2
0
1
9
年
度
秋
に
2
週
間
の
本
格
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。ご
関

心
を
お
も
ち
の
読
者
は
筆
者（
家
田
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
担
当
編
集
委
員

：

杉
森
秀
司
）

10月25日（8：30〜20：00）
オープニングセッション　 挨拶：家田仁（政策研究大学院大学）
キーノート講義（１） 廣瀬典昭（日本工営）：歴史から学ぶ

国際プロジェクト
キーノート講義（２） 小澤一雅（東京大学）：わが国のイン

フラ海外展開の現状と今後
ケーススタディ（１） 二宮康郎（八千代エンジニアリング）：

国際的な契約のスタイル
グループディスカッション（１） 泉千年（オリエンタルコンサルタンツグ

ローバル）：契約マネジメント
スコープ拡張講義（１） 寺島実郎（多摩大学）：アジアダイナ

ミズムの視座から世界と日本を視る
グループディスカッション（２） 大西一宏（鹿島建設）：リスク抽出

10月26日（8：30〜20：00）
ケーススタディ（２） 萩原正雄（大林組）：コントラクターの

リスクマネジメント
ケーススタディ（３） 大森健史（JR東日本）：事業者のリス

クマネジメント
ケーススタディ（４） 二宮孝夫（東京技術士会）：PPP事業

者のリスクマネジメント
スコープ拡張講義（２） 家田仁（前出）：国際社会の中の日本

～多様性と自らを相対視する勇気
グループディスカッション（３） 大西一宏（前出）：リスク対応（グルー

ププレゼンテーション）
クロージングセッション　 講評：森地茂（政策研究大学院大

学）・菊地身智雄（国土交通省）
懇親会　 挨拶：森昌文（国土交通省）

修了証授与・優秀グループ表彰：家
田仁（前出）・作中秀行（日本工営）

表1　��海外インフラ展開人材養成プログラム（2018年・試行プログ
ラム）の構成と内容

写真1　��講義とグループディスカッションの様子


